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村の人口

49. 9.  30 現在

2,311

2,401

4,712

人　囗

'男

女

計

世 帯 数　　　993
舘　

報

門蓬

蓬 田 中 学 校 新 築 落 成 す

理

想

的

な

教

育

の

殿

堂

蓬
田
教
育
村
の
名
声
は
、
明
治
、
大

正

、
昭
和
に

か
け
て
県
下
で
円
知
の
こ

と
で
あ
り
ま
す

が
、
教
育
の
近
代
化
夲

進
め
る
た
め
、
挙
村
一
致
で
蓬
出
中

京

校
の
新

築
を
十
有
五
ヶ
月
の
囗
該
を
費

や
し
て
昭
和
四
十
九
年
八
月
十
七
凵
幃

功
落
成
の
式
典

を
挙
行
い
た

し

ま

匚

だ

。旧
蓬
田
中
学
校
は
昭
和
二

十
五

年
九

月
に
建
築

さ
れ
、
二

十
五
年
、
数
多
ぐ

の
人
材

を
送
り
出
し
ま
し
た
。

先
輩
・

そ
し
て
在
校
生
達
に
お
し

支

れ
な
が
ら

、
と
り
こ

わ
さ
れ
る
運
命
に

な
り
ま
し

た
。

新
校
舎
の
特
徴
は
、
教
育
機
器
（

語

学
演
習
装
置
、
音
楽
演
習
装
置

、
ス
タ

ジ

オ
、
放
送
設
備
、
ビ
デ
オ
装
置
）

卆

セ
ッ
ト
し

、
生
徒
の
学
習
の
近
代
化

を

図
っ
た
点
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
生
徒
の
精
神
修
養
の
た
め
に
茶

華
道
室
、
手
軽
に
晝
を
楽
し

め
る
㈲
書

室

、
そ
し
て
美
術
室
な
ど
、
い
た
れ
り

つ
く
せ
り
の
近
代
校
舎
で
す

。

総
工

事
費
、
校
舎
一
億
三
千
万
円

。

体
育
館
五
千

八
百
万
円

。
鉄
骨

づ
く
り

校
地
面
積
　

二
〇

、
三
〇
爪

平
米

。

校
貪
面
績
　
二

、
七
五

一
平
米

。

体
育
館
　

二

三
二
五
平
米
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写真で紹介する

（

体
　
　

育
　
　

館
）

(普　通　教　室）→

(Ｍ　 Ｌ　教　室)

（

Ｌ

Ｌ

教

蜜
）
↓

ン下廊ぐ
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第

一
回

文

化

財

展

示

会

蓬
田
中

学
校
の
新

築
落
成
を
記

念
し

て
、
蓬
田
村

の
文
化
財

を

村
民
に
紹
介
し
ま
し

た
。

文
化
財
は
、
生
活
文

化
財

と
、
美
術
品

に
分

か
れ
、
生
活
文
化

財
は
村
民
の
協
力
に
よ
り
数
百
点

も
集
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。芸

術
品
は
、
貴

重
な
作
品

ば
か
り
で
、
閲
覧

者
の
目

を
十

分
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

七
。

田
申
吉
兵
衛
氏
蔵
の
野
沢
如
洋
作
。

右
二
枚
の
写
真
は
田

中
吉
兵

衛
氏

の
北

海
道
積
丹
の
鱇
御
殿
の
写
真
で
、
現

在

小
樽
市
の
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。

巾
央
の
額
は
傘
松
観
音
蔵
の
棟

方
一
、

志
功
兄
弟
の
合
作
の
も
の
で
貴
重
な
も

の
で
す

。
左
は
二

幅
と
も
縢

方
志
功
氏

の
作
品
で
、
中
沢
公

民
館

・
坂
本
千
代

賍
氏
縱
の
も
の
で
す
。

右
端
の
日
本
刀

は

蓬
田
住
の
二
唐
国

吉
氏
の
作

。

中

央
の
昇
風

と
左

端

の
額

は
田
中
吉

兵
衛
氏
蔵
の
野
沢

如

洋
氏
作
の
小
品

で

す
。

左
端
の
仏
像
は
円

空
作
の
も
の
で
県

重
宝
指
定
で
正
伝

院
蔵
の
も
の

。

左
端
よ
り
二

番
目

の
仏
像

は
玉
松
台

の
遺
霊
塔
の
観
音

で
棟
方
一
氏
の
作

で

、
木
部
は
黒
濤

台
の
柳
で
元

村
長

坂
本
種
一
氏

が
渡

満
の
際
持
参
し

た

も
の
で
す

。
そ
の

他
吉
田
清
光
氏
蔵

の
仏
像

と
正
伝
院

蔵
の
仏
像
で
す

。

中
央
光
背
の
あ

る

仏
像

は
高
坂
常
雄

氏

蔵
寂
導
師
作

の

も
の
で
す

。
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”
自
覚
と
決
意
を
新
た
に
”

成
人

の
こ

と
ば

こ
の
世
に
生

を
う
け
て
、
ま

だ
何
ひ

と
つ
社

会
の
為
に

な
っ
て
い

な
い
私
達

で
す
が
、
こ

れ
か
ら
は
法
律
的
に
も
社

会
的
に
も
一
人
前
の
人
問
と
し
て
貴
重

な
権
利

と
義
務
が
与
え

ら
れ
ま
し
た
八

同
時
に
独
立
し

た
個
人

と
し

て
生
活
Ｌ

我

が
国
を
背

負
っ
て
立
っ
て
行
く
に

ふ

さ

わ
し
い
人
に
な
る
と
云

う
こ

と
を
心

に
き
ざ
み
、
村
民

と
し

て
の
誇
り

と
自

覚

を
も
っ
て
、
こ

れ
か
ら
の
社
会
の
荒

波
に
向
っ
て
常
に
若
者

ら
し
く
正
義

卆

貫
く
闘
志
と
苦
難

に
耐

え
る
気
力

を
肝

盛
に
も
っ
て
、
ゆ
た
か
な
教
養

と
身
休

を
鍛
練
し
、
自
主

性
を
確
立
し

、
こ

れ

ら
い
ろ
い
ろ
の
要
素

を
も
っ
て
新
し
い

世
界
を
創
り
出
す
原
動
力

と
な
る
覚
悟

で
す
。

こ

れ
か
ら
は
私
達
一
人

が
た
が
い

に

手

を
と
り
あ
っ
て
、
村
民
憲
章

に
も
あ

る
よ
う
に
、
明

る
い
、
ゆ
た
か
な
、
伴

み
よ
い
付
を
つ
く
り
、
よ
き
日

本
人
淅

越　 田　 蓊　 愎

小 松 烹 羮 子

な
り
た
い

と
思
い
ま
す

。

成
人
の
日

に
当
り
感
じ
た
こ
と

を
の

べ
て
成
人
の
こ
と

ば
と
し
ま
す

。

謝
　
　

辞

本
日
成
人
式

を
挙
行

さ
れ
、
私
達
成

人
へ
の
門
出

を
祝
福
下

さ
い

ま
し

た
こ

と
は
感
謝
に
た
え

ま
せ
ん
。

私
達

は
村
長
様

は
じ
め
ご
来
賓

の
方

々
の
意
義
深
い

か
す
か
す
の
ご
訓
辞

を

し

っ
か
り
胸
に
誓
い

、
き
ょ

う

か

ら

は
、
自
己
の
人
格
完
成

へ
努
力
す

る
と

と
も
に

、
社
会

の
繁
栄

と
向
上
に

努
力

し

、
真
の
民
主
的
日
本
人

と
な
る
べ
く

努
力
す

る
こ
と

を
お
誓

い

い

た

し

ま

す

。こ

れ
を
も
っ
て

感
謝

の
辞

と
い
た
し

ま
す

。

体
協
で
は
た
だ
い

ま
部
員

を
募
集
し

て
い
ま
す
。
い
ず
れ
か
の
部
に
入
っ

て

日

頃
の
運
動
不
足

を
解
消
し

ょ
う
。

野

球
部

・
陸
上
競
技
部
・

バ
ド
ミ

ン

ト
ン
部

・
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
・
柔
道
部

剣
道
部
・

相
匯

部
・
卓
球
部

蓬
田
村

体
協
よ
り

お
知
ら
せ

村
民
の
健
康
と
融
和
を
旗
印
に
毎
年

開
催

さ
れ
て
い

る
、
恒
例
の
村
民
埜

育

大
会

は
今
年
も

さ
わ
や
か
な
晴
天

の
下

に

、
総
合

グ
ラ

ン
ド
で
盛
大
に
行

な
わ

れ
ま
し

た
。

今
年

は
総
合
優
勝
を
廃
止
し

競
技
別

に

ト
ロ
フ

ィ
ー
を
も

う
け
た
と
こ
ろ
、

各
部
落

と
も
一
つ
で
も
ト

ロ
フ

ィ
ー
を

勝
ち
と
ろ
う
と
大
奮
闘
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
蓬
田
部
落
と
長
科
部
落

が

二
個

づ
つ
分
け
合
い
他
の
部
落
を
振
り

き
り
ま
し
た

。

村
長
杯

、
綱
引

き
、
蓬
田

部
落

議
長
杯

、
玉
入

れ
、
　
μ
　
　μ

教
育
長
杯

、
部
落
対
抗
リ

レ
ー

長
科
部
落

公
民
舘
長
杯
　

子

ど
も
会
リ

レ
ー

貶
科
部
燐

村
民
体
育
大
会
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県
　

民
　

体
　

育
　

大
　

会

八
月
二
十
四
日

。
一
一
十
五
日

弘
前
市
を
中
心
に
開
催
さ
れ

た
県
民
体
育
大
会
は
本
村

選

手
団
の
日

頃
の
練
習
の
成
果

が
十
二

分
に
発
揮
さ
れ
村

の

部
総
合
第
五
位
に
入
賞

す
る

大
健
闘
を
し
ま
し
た
。

成
績女

子

バ
レ
ー
ボ

ー
ル準

優
勝

卓
　
　

球
　
　
　
　

三

位

陸
上
競
技
　

男
子
百
米

工
藤
由
光
　

三
位

″

男
子
五
千
米

本
村
　

修
　

五
位

村の部・総合第５位

百

米

第

三

位
　

工

藤

由

光

選

手

夢
と
希
望

か
な
え
る

簡
　

易
　

保
　

険

み
な

さ
ん
の
郵
便
局
の
簡
易
保
険
の

積
立
金
の
一
部
が
村

の
行

う
事
業
に
利

用

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
に
利
用

さ
れ
た
事
業
は
、
災

害
復
旧
事
業

、
小
学
校
建
設
事
業

、
庁

舎
建
設
事
業
と
数
多
く
利
用

さ
れ
特
に

本
年
八
月
完
成

さ
れ
た

、
蓬
田
中
学
校

校
舎
及

び
筐
体
建
設
事
業

は
簡
易
保
険

か
ら
多
額
の
融

資
を
受
け
て
い
ま
す

。

簡
易
保
険
に

ご
加
入
に

な
る
こ
と

は

家
庭
の
生
活
の

安
定

と
将
来
の
生
活
設

計

の
た
め
必
要
で

あ
る
と
同
時
に
住
み

よ

い
村

づ
く
り

の
た
め
簡
易
保
険

を
育

て

よ
う
。

国

民

年

金

シ

リ

ー

ズ

物
価

が
あ

が
っ
て
も
年
金
は

保
障

さ
れ
ま
す

：

こ
ん
な
時
、
こ
れ
だ
け
の
年
金

が
受
け
ら
れ
ま
す
：

年
金
の
額
は
四
十
九
年
九
月
ス

ラ
イ

ド
実
施
後
の
額

☆
歳

を
と
っ
て
か
ら
安
定
し
た
く

ら
し
の

た
め
に
（
二

十
五
年
納

付
）

(物価 スラ イド によ る 率)

老

令

年

金

五
年
年
金
　

月
　

九

、
二

八
八
円

十
年
年
金
　

月
一
四

、
一
五
二
円

二

五
年
納
付
　

月
二
三

、
二
二
〇
円

☆
疾
病
や
交
通
事
故

な
ど
で
思

わ
ぬ
不

幸
に
あ
っ
た
と
き

年
金

を
受

け
て
い

る
人

は
全
国

で
二
百

八
十
万
人
に
の

ば
っ
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
ド
ン
ド
ン
増
え
て
行

き
、
昭

和

六
十
年
に

は
、
約
千
百
万

人
の
方
孫

が
年
金

を
受

け
る
よ
う
に

な
る
と
見
込

ま
れ
て
い
ま
す

。

障

害

年

金

一
級
　

月
　
二

九
、
〇
二
五
円

二

級
　

月
　
二
三

、
二
二
〇
円

☆

夫
に
死

な
れ
た
妻

で
十
八
才
未

満
の

子

が
あ
る
人

母

子

年

金

月
　
二
三

、
二
二
〇
円

そ
の
他
状
態
に
応
じ
て
、
準
母
子

年
金

寡
婦
年
金
、
遺
児
年
金
、
死

亡
一

時
金

等
各
種
の
年
金

が
受

け
ら
れ
ま
す
。

現
在

、
厚
生
年
金
や
国

民
年
金
か
ら

当村の拠出年金受 給状況

S49 蝠 了川末畑存

老 令 年 金 65jj
件

繰言
件 合計115件

母 子 年 金 18件

遺 児 年 金 1件

寡 婦 年 金 3件

1件死 亡一 時金

障 害 年 金
１級　　２級

8ｲ牛　　4件

蓬
田
中

学
校

は
今
年

で
創
立
二

七
周

年
を
数
え
る
。
卒
業
生
総
数
約
四
千
人

こ
の
内
約
三

割
に
当

た
る
千
二

百
人

が

会
社
や
官
公
庁

職
員
、
あ
る
い

は
出

稼

ぎ
者
と
し

て
、
東
京
都
内

や
関
東

各
地

十
二
月
十
五
日

東
京
神
宮
外
苑

日
本
青
年
館
で

蓬
ｍ

中

学

校

関
東

地
区

同

窓

会

開
催

／

父
兄
、
一
般
村
民

出
稼
ぎ
者
の
参
加
も
歓
迎

"国民年 金はこ んなに 有利で す。
★ 納 め る 保 険 料 と 受 け る 年 金 の 一 例

ぐ榴診料はRn毎 １月。年岳 の魍は49年 ｑ月物 価スライド実 ㈲後の痼｀)

年金の種類
如ｘ ｘ 幸ぉ　　　　　 受　 け　 る　 年　 金　 の　 額

’IｷljｼごﾝﾐぷR　1 年 間 に 受　10 年 間 に 受　20 年 間 に 受
イ 険料　 ’ヽ Ｉける年金 の額　 け る年金の額　 ける年金 の額

老 齢 年 金 (25年間皆納で)
330,000円

338,640円 3,386,400円　　6,772,800円

障害 年ヰ1 門 言 回１級348,300円２級278,640円
3,483,000円2,786,400円 6,966,000円5,572,800円

母 子 年 金
(準母子年金)

（ １年間皆納で）
13,200円 278,640円　　2,786,400円 5,572,800円

(し汪｡) 年金の額は生活水準や物廁に対応して引上げられていきま歹が，保暇恥卜屯
改訂されます。
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で
活
躍
し

て
い

る
も
の
と
み
ら
れ
ヽ
る
。

し

か
し
残
念

な
が
ら

、
関
東
地
方
に

は
同
窓
会

も
な
く

、
就
職
者
の
消
息
は

充
分
掌
握

さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
で

あ
る
。
と
こ

ろ
が
昨
夏

と
今
夏
昭
和
三

十
年
卒
業
生

が
同

期
生
会

を
開
催
し
た

際
、
東
京
で
も
全
卒
業
生
に
呼

び
か
け

て
同
窓
会

を
開
催
し
よ

う
と
い

う
こ
と

に
な
っ
た
の
で

、
こ
の

ニ
ュ

ー

ス

を

『
た
ま
ま
つ
』

と
い
う
昭
和
三
十
年
卒

業
同
期
生
会
機
関

紙
に
け
い

さ
い
し
て

全
国
の
同
窓
生

に
一
千
部
程
郵
送
し
た

と
こ
ろ
、
大
き
な
反
響

を
呼

び
、
各
地

の
恩

師
や
同
窓
生

か
ら
続

々
と
参
加
申

込

み
が
殺

倒
し

、
実
行
委
員
会
は
連
日

テ
ン
テ
コ
舞
い

を
演
じ

て
い
る

。
‘

大
会
は
来

た
る
十
二
月

十
五
日

、
東

京
明

治
神
宮
外
苑

の
日
本
青
年
館
に
、

蓬
中
創
立
当
時

の
学
校
長
故
相
馬
忠
薤

氏
夫
人
相
馬

き
く
先
生

を
は
じ
め
、
多

数
の
来
賓

、
同
窓
生

が
参
加
し
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

そ
の
成
果
が
各
方
面

か
ら
期
待

さ
れ
て

い
る
。

実
行
委
員
会

で
は
先

ず
関
東
地
区
に

同
窓
会
を
結
成
し
、
同
窓
生
の
親
睦
と

交
流
を
深
め
、
後
輩
の
援
護
活
動

な
ど

を
行
な
い
、
間

接
的
に
故
郷
の
発
展
に

寄
与
し
た
い
と
し
て
い

る
。

そ
し
て
「
全
同

窓
生
名
簿
」

を
作
成

す

る
の
で
、
全
同

窓
生
の
住
所
・
氏
名

・
電
話
番
号

な
ど
を
実
行
委
員
会
へ
菲

絡
し
て
く
れ
る
よ
う
全
村
民
に
呼

び
か

け
て
い
る
。

尚
、
大
会
詳

細
左
の
と
お
り

二

大
会
名
・
蓬
田
中
学
校
関
東
地
区

同
窓
会

第
一
部

、
同
窓
会
結
成
大

会

第
二
部
、
交
流
会
、
宴
会

二

目
時
・
昭
和
四
九
年
十
二
月
十
五

日
（

日
）
午
後
一
時

一
、
場
所
・
東
京
都
新
宿
区
霞
ヶ
丘
町

十
一
番
地

日
本
青
年
館
結
婚
式
場

（

明
治
神
宮
外
苑
、
国
立

競
技
場
脇
）

て

会
費
・
男
女
共
、
三
千
円

匸

申
込
締
切
・
十
一
月
三
十
日

て

そ
の
他
・
父
兄
、
教
職
員
、
在
校

生

二

般
村
民
、
出
稼

ぎ
者
の
参
加
も
歓
迎
。

一
、
申
込
先
△
蓬
田
村
大
字
蓬
田

鈴
木
象
一

電
話
（

蓬
田
）
一

二（

番
（

青
森
）
七
七
―

六
二
〇
一
番

駐

在

だ

よ

り

河
川

に
ゴ
ミ
を
　

捨
て
な
い
で

公

害
は
、
い
ま
や
日

本
列

島
を
覆
い

つ
く
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
と
お
り
、

県
内

で
も
河
川

、
湖
、
海
岸

が
汚
さ
れ

て
公

害
騒

ぎ
が
い
た
る
と
こ
ろ
で
起
き

て
い
ま
す
。

河
川

か
ら
流
れ
つ
く
多
量
の
廃
物
の

た
め
魚
類
の
成
長
が
お
ひ

や
か
さ
れ
、

漁
民
の
操
業
に
支
障

が
お
き
て
い
ま
す

こ
の
よ
う
に
、
県
内
各
河
川

、
海
に

廃

物
を
投
げ
捨
て
る
者

が
あ
と
を
た
た

な
い
の
で
、
警
察
で
は
、
河
川

や
海
を

き
れ
い
に
し
、
住
み
よ
い
郷
土
に
す
る

た
め
河
川

、
海
等
に

ゴ
ミ

を
捨
て
な
い

よ
う
呼
び
か
け
る
と
と
も
に
、
パ
ト
ロ

１
々
を
進
化
す
る
こ
と
に
し

て

い

ま

す

。
河
川

を
き
れ
い
に
し
て
、
魚
が
安

心
し
て
住
め
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

河
川
に

ゴ
ミ

を
捨
て
た
場
合

▲
河
川
法
施
行
令
で
は

河
川
に
土
石

、

ゴ
ミ
、
ふ
ん
尿
、

そ
の
他
の
廃
物
を
捨
て
た
者
は
、

三
ヶ
月
以
下

の
懲
役
、
三
万
円
以

下

の
罰
金

ム
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す

る
法
律
で
は

ア

、
市
町
村
の

ゴ
ミ
収
集
区

域
内

に

廃
棄
物
（

一
般
家
庭

の

ゴ
ミ
、

事
業
活
動
で
出
来
た
ゴ
ミ
）

を

捨
て
た
者

イ
、
市
町
村
の

ゴ
ミ
収
擺
区

域
外

の

区

域
内
に
あ
る
河
川

、
運

河
、

湖
、
沼
等
に
一
般
廃
棄
物

を
捨

て
た
者

ウ
、
市
町
村
の

ゴ
ミ
収
集
区

域
外
の

ぼ
域
内
に
産
業
廃
棄
物

を
捨

て

た
者
は
、
五
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す

ゴ
ミ
を
捨
て
て
罰
せ
ら
れ
る
よ
り

も
、

ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
で
河
川

を
き
れ
い
に

し

ま
し

ょ
う
。

村
民
の
皆
さ
ん
、
ゴ
ミ
収
集
車

を
利

川
し
、
河
川

や
他
人

の
空
地
等
に

ゴ
ミ

を
捨
て
る
こ
と
を
止

め
ま
し

ょ
う
。

戸

籍

の

窓

口

（

市
町
村

名
は
本
籍
の
表
示
で
す
）

○

ご
誕
生
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。

（

七
月
受
付

分
）

張
　

圓
　

大
　

介
（

勇
三
・
長
男
）

田
　

申
　

紀
　

子
（

毅
・
長

女
）

下
　

山
　
　
　

亨
（

嘉

幸
・
二
男
）

八
　

戸
　

美
　

穂
（

行

雄
・
長
女
）

張
　

間
　
　

覚
（

該
雄
・
二

男
）

村
　
上
　

尚
　

子
（

富
和
・
長

女
）

大
　

坂
　

美
　

香
（

武
義
・
二

女
）

坂
　
本
　

晴
　

隹
（

洋
一
・
二

女
）

広
　
田
　

靖
　

子
（

俊
範
・
二

女
）

（
八
月
受
付

分
）

武
　

井
　

福
　
嗣
（

金
治
・
長
男
）

福
　
井
　

洋
　

和
（

武
・
二
男
）

越
　
田
　

浩
　
二
（

博
・
長
男
）

堀
　
　
　

奈

津
江
（

弘
美
・
長

女
）

細
　
谷
　
　
　

勝
（

勝
成
・
長
男
）

藤
　
本
　

由

美
子
（

巌
・
二

女
）

斎
　

藤
　

忠
　

広
（
忠

・
長
男
）

小
　

松
　

孝
　

徳
（

神
童
・
長
男
）

越
　
田
　

声
ミ
子
（
長
生
・
長
女
）

（

九
月
受
付
分
）

張
　

閧
　

健
　

吉
（

博
好
・
長
男
）

赤
　
坂
　

悦
　

子
（

勝
悦

・
長
女
）

青
　

木
　

士－
恵
子
（

滋

・
三
女
）

青
　

木
　

孝
　

尚
（

由
郎

・
長
男
）

高
　

田
　

睦
　

美
（

重
義

・
二
女
）

ホ
　

鹿
　

芫
　

生
（

健

治
・
二
男
）

倉
　

谷
　

博
　

幸
（

米
男

・
二
男
）

小
　

松
　

圭
　

一
　（

光
範
・
長
男
）

武
　

井
　

香
預
子
（

孝
悦
・
二
女
）

堀
　
　
　

か

お
る
（

清
光

・
長
女
）

泉
　

谷

奈
津
子

つ

博

・
二
女
）

○

ご
結
婚

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す

。

（

七
月
受
付
分
）

川
　

内
　

俊
　

成
（

阿
弥
陀
川
）

（

八
　

田
　

昌
　

子
（

青
森
市
）

工
　

藤
　

由
紀
男
（

青
森
市
）

（

高
　

田
　

富
美
子
（

郷
沢
）

松
　

本
　

富
士
男
（

長
科
）

（

坊
　

野
　

初
　

子
（

鹿
児
島
県
）

（
藤
　

本
　

好
　

司
（

長
科
）

山
　

田
　

セ
ツ
子
（

青
森
市
）

高
　
田
　

盛
　

男
（

郷
沢
）

（
川
　

村
　

京
　

子
（

今
別
町
）

（
飯
　

田
　

博
　
文
（

瀬
辺
地
）

吉
　
田
　

た
か
子
（
群
馬
県
）

（
八
月
受
付

分
）

鈴
　
木
　

義
　

公
（

青
森
市
）

（

乳
　
井
　

梅
　
子
（

蓬
田
）

（
大
　

川
　

舂
　

逸
（

青
森
市
Ｊ

三
　

上
　

妙
　

子
（

中
沢
）

（
小
　

柴
　
　
　

勉
（

千
葉
県
）

田
　

中
　

則
　

子
（

広
瀬
）

長
　

内
　

眷
　

己
（

青
森
市
）

（
田
　

中
　

雪
　

子
（

瀬
辺
地
）

〔
川
　

内
　

佐
兵
衛

ご
阿
弥
陀
川

〕

千
　

葉
　

と
き
ゑ
（

青
森
市
）

前
　

田
　

治
　

基
（

山
梨
県
）

（
越
　

田
　

美
枝
子
（

瀬
辺
地
）

（
木
　

立
　

昭
　

夫
（

青
森
市
）

藤
　

本
　

留
美
子
（

長
科
）

吉
　

畸
　

純
　

一
　（

蓬
田

）

（

三
　

浦
　

裕
見
子
（

弘
前
市
）

（

佐
　

井
　

正
　

人
（

広
瀬
）

横
　

山
　

恵
美
子
〔

碇
ヶ
関
村
〕

（

九
月
受
付
分
）

鳴
　

海
　

博
　

文
（

中
沢
）

（
沼
　

田
　

正
　

子
（

蟹
田

町
）

櫛
　

引
　

喜
美
雄
（

中
沢
）

（

茂
　

木
　

正
　

子
（

秋
田

県
）

（

青
　

木
　
　
　

均
〔

阿
弥
陀
川

〕

内

藤

洋

子
（

京
都
府
）

森
　
　
　

正
　

象
（

阿
弥
陀
川

）

（

岩
　

見
　

久
美
子
（

蟹
田

町
）

○

お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す
。

（

七
月
受
付
分
）

田
　

中
　
　
　

昇
（

瀬
辺
地
）

川
　

畸
　

丑
太
郎
（

広
瀬
）

張
　

間
　

キ
　

ミ
（
長
科
）

福
　

井
　

り
　

ま
（

郷
沢
）

森
　
　
　

倉
　

一
　（

阿
弥
陀
川
）

（

八
月
受
付

分
）

佐
　

井
　

吉
　

松
（

広
瀬
）

鈴
　

木
　

敏
　
嗣
（

阿
弥
陀
川
）

（

九
月
受
付

分
）

武
　

井
　

な
　

さ
（

蓬
田
）
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